
伊
勢
物
語

作
者

　
作
者
は
未
詳
。
古
来
諸
説
が
あ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
⑴
業
平
の
自
作
（「
袋ふ
く
ろ草ぞ
う子し

」「
流る

布ふ

本ぼ
ん

奥お
く

書が
き

」）、
⑵
伊
勢
の

作
（「
流
布
本
奥
書
」）、
⑶
業
平
の
自
記
に
伊
勢
が
補
筆
（「
和
歌
知ち

顕け
ん

集
」）、

⑷
業
平
の
遺
稿
を
近
親
者
が
整
理
補
筆
（「
伊
勢
物
語
注
」）、
⑸
業
平
の
日

記
に
後
人
が
増
補
（「
彰
し
ょ
う

考こ
う

館か
ん

蔵
伊
勢
物
語
鈔
」）、
⑹
在
原
一
門
の
作
（「
和

歌
浦
鶴
」「
考
証
伊
勢
物
語
詳
解
」）、
⑺
紀
貫
之
の
作
（
折
口
信
夫
）、
⑻
具と
も

平ひ
ら

親
王
の
撰
（「
真
名
伊
勢
物
語
」
に
六
条
宮
撰
と
あ
る
。
橘
た
ち
ば
な

守も
り

部べ

）。

　
⑴
⑵
⑶
は
古
く
か
ら
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
賀か

茂も
の

真ま

淵ぶ
ち

に
よ

り
否
定
さ
れ
た
。
池
田
亀
鑑
著
「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
　
研
究
篇
」

に
よ
る
と
、「
も
し
、
強
ひ
て
編
者
の
名
を
求
む
る
な
ら
ば
、
や
は
り
業
平

に
最
も
関
係
の
深
い
人
、
即
ち
在
原
一
族
の
人
々
に
よ
つ
て
成
さ
れ
た
も
の

と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ら
う
。」
と
あ
る
。
現
在
で
は
、
段
階
的
に
複
数
の

作
者
の
手
に
成
る
も
の
、
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

出
典

▼
底
本

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
」（
秋
山
虔
校
注
、
平

成
九
〔
一九九七〕
年
、
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
新
大
系
本
の
底
本
は
学
習
院

大
蔵
定
家
筆
本
を
用
い
て
い
る
。

▼
諸
本

　「
伊
勢
物
語
」
は
異
本
が
多
く
、
池
田
亀
艦
著
「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の

研
究
　
校
本
篇
」
に
よ
れ
ば
、
四
十
三
種
を
五
系
統
七
類
に
分
類
し
て
い
る
。

⑴
定
家
本
（
ａ
天て
ん

福ぷ
く

本
、
ｂ
武
田
本
、
ｃ
流
布
本
）、
⑵
古
本
、
⑶
大
島
本
、

⑷
塗ぬ
り

籠ご
め

本
、
⑸
真
名
本
に
分
か
れ
る
。
天
福
本
は
、
天
福
二
（
一二三四）
年
定

家
七
十
三
歳
の
と
き
に
書
写
し
た
も
の
で
、
最
も
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

▼
書
名

　「
伊
勢
物
語
」
は
歌
物
語
で
、
一
巻
か
ら
成
る
。「
伊
勢
物
語
」
と
い
う
書

名
は
、
古
く
「
枕
草
子
」
七
八
段
「
頭
中
将
の
す
ず
ろ
な
る
そ
ら
言
を
聞
き

て
」
の
条
や
「
源
氏
物
語
」
絵え
あ

合わ
せ

巻
に
見
え
る
。
ま
た
、「
源
氏
物
語
」

総
角
あ
げ
ま
き

巻
に
「
在
五
が
物
語
」、「
更
級
日
記
」
に
「
在
中
将
」、「
狭
衣
物
語
」

に
「
在
五
中
将
の
日
記
」
な
ど
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
在
原
氏
の
五
男
、
近

衛
の
中
将
業
平
の
物
語
」
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　「
伊
勢
物
語
」
の
名
称
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
り
、
⑴
伊
勢
の
作
ま
た
は

補
筆
か
ら
と
す
る
説
（「
愚ぐ

見
け
ん

抄
し
ょ
う

」「
直ち
ょ
っ解か
い」「
拾
し
ゅ
う

穂す
い

抄し
ょ
う」）、
⑵
「
ひ
が
ご
と

物
語
」
の
意
味
だ
と
す
る
説
、
当
時
の
諺
に
「
伊
勢
人
は
ひ
が
ご
と
す
」
と

あ
っ
た
こ
と
よ
り
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
も
の
（「
袋
草
子
」「
古
今
集

註
」「
童ど
う

子じ

問も
ん

」）、
⑶
「
男
女
の
仲
ら
い
を
書
い
た
物
語
」
と
す
る
説
、「
い

せ
」
は
「
妹
夫
」
で
男
女
の
仲
ら
い
を
言
う
（「
伊
勢
物
語
題
号
考
」）、
⑷
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「
似
而
非
（
え
せ
）
物
語
」
の
音
転
と
す
る
説
（
加か

納の
う

諸も
ろ

平ひ
ら

ら
）、
⑸
「
昔
、

男
」
が
伊
勢
の
斎
宮
に
使
い
す
る
六
十
九
段
が
全
編
文
中
最
も
注
目
さ
れ
る

か
ら
と
す
る
説
（「
童
子
問
」「
古こ

意い

」
な
ど
）、
⑹
原
本
で
は
伊
勢
斎
宮
の

記
事
が
巻
頭
に
あ
っ
た
か
ら
と
す
る
説
（「
袋
草
子
」「
童
子
問
」「
考
証
伊

勢
物
語
詳
解
」
な
ど
）。
こ
れ
ら
の
説
の
中
で
は
、
⑸
⑹
の
、
六
九
段
が
愛

の
物
語
で
あ
る
「
伊
勢
物
語
」
の
中
心
を
な
す
と
い
う
説
は
説
得
力
が
あ
る

が
、
他
の
平
安
朝
物
語
の
「
落
窪
物
語
」
や
「
源
氏
物
語
」
な
ど
の
よ
う
な
、

そ
の
理
由
の
判
然
と
し
た
書
名
に
比
べ
て
、
断
定
し
が
た
い
。

▼
成
立

　
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
家
集
形
式
の
「
古
本
業
平
集
」
が
原
型
で
、

他
の
説
話
や
歌
が
加
え
ら
れ
、
次
第
に
業
平
の
一
代
記
ふ
う
に
説
話
化
さ
れ

て
い
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、「
古
今
和
歌
集
」
成
立
の
延え
ん

喜ぎ

五
（
九〇五）
年
以
前
か
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、「
枕
草
子
」
や
「
源
氏
物

語
」
に
「
伊
勢
物
語
」
と
い
う
名
称
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、

現
存
の
形
に
な
っ
た
の
は
、「
後
撰
和
歌
集
」
の
天て
ん

暦り
ゃ
く五
（
九五一）
年
頃
か

そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

▼
内
容

　
伝
本
に
よ
っ
て
異
同
は
あ
る
が
、
歌
を
中
心
に
し
た
お
よ
そ
百
二
十
五
段

の
小
話
か
ら
成
る
短
編
集
で
あ
る
。
各
段
と
も
多
く
「
昔
、
男
あ
り
け
り
」

で
始
ま
り
、
各
小
話
の
中
に
一
首
ま
た
は
数
首
の
歌
が
出
て
き
て
、
そ
の
多

く
が
在
原
業
平
の
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
話
の
中
に
出
て
く
る
事
柄
も
、
明
ら

か
に
業
平
の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
男
」

と
は
、
業
平
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
全
編
は
こ

の
「
男
」
の
「
初
冠
」
か
ら
「
辞
世
歌
」
ま
で
一
代
記
の
よ
う
な
構
成
を
と

り
、
統
一
感
を
も
た
せ
て
い
る
。

　
お
よ
そ
が
年
次
を
追
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
中
に
は
グ
ル

ー
プ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
段
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
条
の
后
（
三
〜

六
段
）、
東
下
り
（
七
〜
九
段
）、
伊
勢
斎
宮
（
六
十
九
〜
七
十
五
段
）、
昔

男
の
歌
才
（
七
十
八
〜
八
十
一
段
）、
惟
喬
親
王
（
八
十
二
〜
八
十
五
段
）

な
ど
の
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
反
面
、
全
体
の
物
語
の
脈
絡
は
緊
密
と
は

言
え
な
い
面
も
多
い
。「
昔
、
男
」
と
い
う
不
特
定
人
称
に
よ
っ
て
、
一
個

の
人
間
で
は
体
験
し
え
な
い
多
面
的
な
人
生
が
次
々
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　「
昔
、
男
」
の
生
涯
を
記
す
と
い
う
統
一
感
を
も
た
せ
、
歌
に
よ
っ
て
実

在
の
業
平
の
情
熱
を
印
象
づ
け
な
が
ら
、
多
面
的
な
人
生
を
描
き
、「
み
や

び
」
の
精
神
を
具
体
的
言
動
に
即
し
て
追
求
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
主
題
は
、
三
分
の
一
以
上
が
男
女
の
恋
愛
談
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
親

子
・
主
従
・
友
人
間
の
様
相
や
、
宴
会
・
旅
行
・
述
懐
な
ど
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
小
話
に
は
、
美
し
い
「
ま
こ
と
」
の
心
と
「
み
や

び
」
の
精
神
が
表
れ
て
い
る
。

▼
表
現

　
文
章
は
短
句
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
簡
素
素
朴
で
、
か
つ
、
優
雅
で
あ

る
。
語
意
の
用
法
の
平
淡
さ
や
、
文
脈
の
論
理
的
な
明
快
さ
を
欠
く
点
は
あ

る
が
、
情
景
描
写
の
的
確
さ
や
余
情
あ
ふ
れ
る
表
現
な
ど
が
、
そ
れ
ら
の
欠

点
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
。
後
の
物
語
は
こ
の
物
語
を
範
と
し
、
歌
人
必
読

の
書
と
も
言
わ
れ
、
後
世
の
文
学
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書
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日
本
古
典
全
書
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
」
南
波
浩
　

朝
日
新
聞
社
　
昭
三
十
五

　
校
注
古
典
叢
書
「
伊
勢
物
語
」
片
桐
洋
一
他
　

明
治
書
院
　
昭
四
十
六

　「
伊
勢
物
語
全
釈
」
森
本
茂
　

大
学
堂
書
店
　
昭
四
十
八

　「
伊
勢
物
語
全
訳
注
」（
講
談
社
学
術
文
庫
）
阿
部
俊
子
　

講
談
社
　
昭
五
十
四

　「
新
版
伊
勢
物
語
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
石
田
穰
二
　

角
川
学
芸
出
版
　
昭
五
十
四

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中

物
語
」
片
桐
洋
一
他
　

小
学
館
　
平
六

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
」
秋
山
虔
他
　

岩
波
書
店
　
平
九

　
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
伊
勢
物
語
」〈
新
装
版
〉
渡
辺
実
　

平
二
十
九

▽
研
究
書

　「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
」（
校
本
篇
・
研
究
篇
）
池
田
亀
鑑
　

大
岡
山
書
店
　
昭
八
・
九
　
同
復
刊
　
有
精
堂
　
昭
三
十
三

　「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
」（
補
遺
篇
・
索
引
篇
・
図
録
篇
）

大
津
有
一
　

有
精
堂
　
昭
三
十
六

　「
伊
勢
物
語
の
研
究
」（
研
究
篇
・
資
料
篇
）
片
桐
洋
一
　

明
治
書
院
　
昭
四
十
三
・
四
十
四

　「
平
安
文
化
史
論
」
目
崎
徳
衛
　

桜
楓
社
　
昭
四
十
三

　「
伊
勢
物
語
総
索
引
」
大
野
晋
・
辛
島
稔
子
編
　
明
治
書
院
　
昭
四
十
七

　「
伊
勢
物
語
生
成
序
説
」
市
原
愿
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
二

　「
伊
勢
物
語
の
新
研
究
」
片
桐
洋
一
　

明
治
書
院
　
昭
六
十
二

　「
伊
勢
物
語
私
記
」
金
田
元
彦
　

風
間
書
房
　
平
二

　「
伊
勢
物
語
と
古
典
文
学
」
福
井
貞
助
　

風
間
書
房
　
平
十
二

　「
伊
勢
物
語
の
文
芸
史
的
研
究
」
原
国
人
　

新
典
社
　
平
十
三

▽
入
門
書
・
研
究
案
内

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
」
片
桐
洋
一
　

角
川
書
店
　
昭
五
十

　
図
説
日
本
の
古
典
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
」
片
桐
洋
一
　

集
英
社
　
昭
五
十
三

　
鑑
賞
日
本
の
古
典
「
伊
勢
物
語
　
竹
取
物
語
　
宇
津
保
物
語
」
藤
岡
忠
美

　

尚
学
図
書
　
昭
五
十
六

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
物
語
文
学
」
大
曾
根
章
介
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
八

生
徒
用

　「
伊
勢
物
語
」（
岩
波
文
庫
）
大
津
有
一
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
九

　「
恋
す
る
伊
勢
物
語
」（
ち
く
ま
文
庫
）
俵
万
智
　

筑
摩
書
房
　
平
七

　「
文
法
全
解
　
伊
勢
物
語
」（
古
典
解
釈
シ
リ
ー
ズ
）
雨
海
博
洋
　

旺
文
社
　
平
八

　「
伊
勢
物
語
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
）

坂
口
由
美
子
　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
九

　「
伊
勢
物
語
」（
笠
間
文
庫
　
原
文
＆
現
代
語
訳
シ
リ
ー
ズ
）
永
井
和
子
　

笠
間
書
院
　
平
二
十

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
ん
が
で
読
む
　
古
典
伊
勢
物
語
」
細
村
誠
　

金
の
星
社
　
平
二
十
三

　「
心
に
グ
ッ
と
く
る
日
本
の
古
典
」
黒
澤
弘
光
・
竹
内
薫
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
平
二
十
三

　「
現
代
語
訳
　
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
」
田
辺
聖
子
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岩
波
書
店
　
平
二
十
六

　「
伊
勢
物
語
」
在
原
業
平
　
恋
と
誠
（
日
経
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ
ー
ズ
）

日
本
経
済
新
聞
出
版
　
令
二

図
版
解
説

〈

燕
子
花
図
屛
風
〉

根
津
美
術
館
蔵
。
江
戸
時
代
前
期
（
一
八
世
紀
）。
屛
風
。
紙
本
金

地
着
色
六
曲
一
双
。
尾
形
光
琳
（
一六五八〜
一七一六）
筆
。「
伊
勢
物
語
」

九
段
「
東
下
り
」
で
、
燕
子
花
の
名
所
、
八
橋
に
て
詠
ま
れ
た
和
歌
を

背
景
に
、
燕
子
花
の
群
生
を
、
隻
の
対
象
も
計
算
し
つ
つ
、
濃
淡
の
群

青
と
緑
青
に
よ
っ
て
強
烈
に
描
く
。
物
語
の
登
場
人
物
を
描
か
ず
に
、

象
徴
と
な
る
背
景
や
持
ち
物
・
小
道
具
な
ど
の
意
匠
に
よ
っ
て
そ
の
作

品
を
表
現
す
る
技
法
を
留
守
模
様
と
言
う
。

⇩
Ｐ
57

〈

伊
勢
物
語
絵
巻
（
模
本
）〉

東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
天
保
九
年
（
一八三八）
成
立
。
絵
巻
。
三
巻
。

狩
野
晴
川
院
養
信
（
一七九六㉔
一八四六）
ら
に
よ
る
完
本
の
模
本
。「
芥
川
」

の
場
面
は
中
巻
第
六
図
。
女
を
背
負
っ
て
芥
川
を
行
く
景
、
暗
雲
雷
鳴

の
中
、
女
を
隠
し
入
れ
た
建
物
の
前
で
弓
を
背
負
っ
て
戸
口
を
守
る
景
、

鬼
が
女
を
食
わ
れ
る
の
を
見
て
驚
き
嘆
く
景
の
、
三
つ
の
場
面
を
一
つ

の
異
時
同
図
と
し
て
描
い
て
い
る
。

⇩
Ｐ
58
〜
59

〈

伊
勢
物
語
図
屛
風
〉

大
和
文
華
館
蔵
。
江
戸
時
代
中
期
。
六
曲
一
双
。
金
地
着
色
。
右
隻

に
三
河
の
国
の
八
橋
に
咲
く
か
き
つ
ば
た
を
眺
め
な
が
ら
都
を
し
の
ぶ

一
行
が
、
左
隻
に
は
紅
葉
の
布
引
の
滝
を
訪
れ
て
歌
を
詠
む
一
行
の
光

景
が
描
か
れ
て
い
る
。
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〈

業
平
東
下
り
図
〉

五
島
美
術
館
蔵
。
江
戸
時
代
前
期
（
一
八
世
紀
）。
一
幅
。
紙
本
著

色
。
尾
形
光
琳
筆
。
在
原
業
平
と
童
子
、
従
者
の
一
行
が
京
都
か
ら
東

国
へ
下
る
途
中
、
富
士
山
の
麓
を
馬
に
乗
っ
て
通
過
す
る
場
面
を
描
く
。

も
と
は
六
曲
一
双
に
描
か
れ
た
う
ち
の
一
扇
で
、
そ
れ
を
掛
軸
に
改
装

し
た
作
品
と
言
わ
れ
る
。

⇩
Ｐ
63

〈

奈
良
絵
本
『
伊
勢
物
語
』〉

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
。
江
戸
時
代
前
期
。
一
巻
二
軸
。
上
軸
に
五

十
段
分
、
下
軸
に
二
十
九
段
分
の
絵
が
あ
る
。
挿
絵
は
井
筒
ご
し
に
井

戸
を
覗
く
幼
い
男
女
が
描
か
れ
る
。
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